
ユーラシアンクラブ創設の第三期の動向 

Ⅰ 会議室での活動からクラブ改革を議論 

Ⅱ 支部愛川サライの活動拡充 

Ⅲ 本部移転の実現 

Ⅳ 役員体制の一新；日本人クラブから脱皮 

Ⅴ 大野遼が理事長退任、 

  江藤セデカ理事長、 

  バーボルド副理事長新執行部を選出 

   （今後の10年に向けて模索始まる） 

Ⅵ シカチアリャン展「300人の村の古代絵画 

  展」が2015年5月開催が決定 

２００８月 
  ４月 ユーラシアンフォーラムスタート「シリーズ・モンゴル」「シリーズ・アフガニスタン」「シルクロードの音楽と暮らし」など 

      その後「モンゴル語講座」「ダリー語講座」 
  5月 愛川サライで「モンゴル文化ナーダム」 
  ７月 愛川サライで「シルクロードの音楽と暮らし」 
     シカチアリャン村青年研修等で事前調査―北海道美幌町を原チャリで訪問 
  ８月 愛川サライで「ネパール・チョウタリバンドがやってきた」 
 １０月 アンコールワット拓本保存会がシカチアリャンで岩絵拓本採取 
  11月 愛川サライで、インド・シタールを聞く会 
     神奈川県立愛川ふれあいの村国際交流フェスティバル 
２００９年 
  １月 「加藤九祚シルクロードアカデミー」スタート 
  ２月 ユーラシアンフォーラム・地域密着型活動・情報通信ネットワーク・運営委員会確認 
  ４月 愛川サライ総会・子ども未来プロジェクトなど確認 
  ６月 アジアンクッキングレビュー 
 １０月 モンゴル民謡衣裳芸術公演団「レインボープラザシルクロード交流会」 
 １１月 神奈川県立愛川ふれあいの村紅葉祭「モンゴル文化ナーダム」 
 １２月 「愛川町シルクロードのまちづくり実行委員会」発足 
     愛川サライ年末餅つき交流会 
     ※新宿の会議室で毎月，ダリー語教室，モンゴル語教室，「加藤九祚シルクロードアカデミー」

か実施された 
     ※毎月発行のニュースレター１２４号となる 
２０１０年 
  １月 「愛川町シルクロードのまちづくり実行委員会」教育長申し入れ 
     「実行委員会」説明会開催 
   ３月 ユーラシアンクラブ特別総会・新春交歓会 「日本人クラブ」から脱皮。 

       浦川治造，江藤セデカ，バーボルド，ジミートリー・オコネシニコフが理事に就任 本部を中央区日本橋室町１－１１－５に移転 
 7‐8月 サハ児童太鼓グループ「テティム」研修 
         8月4日愛川町文化会館で「アジア･シルクロード音楽フェスティバル‐サハ太鼓祭」開催 
     8月30日 手まり学園で「シルクロード交流ワークショップ」 
  10月 千葉県君津市カムイミンタラで国際アジアＳＵＭＯフェスティバル 
  11月 県立愛川ふれあいの村でモンゴル文化ナーダム 
     加藤九祚米寿の挑戦顕彰シンポジウム＆フェスティバル。創作曲「アイルタム幻想」完成。 
２０１１年 
  2月 愛川町菅原小学校、半原小学校、高峰小学校で鑑賞教室とワークショップ  小会議室閉鎖 
  3月 東日本巨大地震発生に伴い特別総会・新春交換会中止 
  4月 総会開催。南相馬市など被災地視察、ホール関係者と協議―原チャリで一睡もせず「二泊三日」 
  5月 愛川町町民活動応援事業申請（6月採択） 
     まちづくりネットワーク中津川発足 
  6月 南三陸町、東松島市で慰問コンサート、炊き出し実施（東京アイヌ協会、イーグル・アフガン復興協会と合同） 
  7月 創作曲「2011年3月11日 絆」完成 
  8月 12日、愛川町文化会館でチャリティコンサート「アジア・シルクロード音楽フェスティバルー第2回中津川弁才天愛川町音楽祭」 
     28日、勤労祭にウィグル舞踊・音楽が参加。屋台販売初体験 
  10月  千葉県君津市で「アジアＳＵＭＯフェスタ」協力 
  11月  神奈川県立あいかわ公園で、「中津川モンゴルフェスティバル」主催。宮ケ瀬ダム周辺振興財団共

催。 
          愛川町観光協会後援。 
            愛川町半原小学校ふれあい祭で鑑賞教室とワークショップ 
２０１２年 
   1月   宮城県を視察活動調整 
   2月   愛川町中津小、田代小で音楽鑑賞教室 
       3月  １０日から４日まで、宮城県南三陸町、石巻市、牡鹿半島で東日本大震災一周忌慰問23人参加 
       4月   報告集会開催 
       6月   総会で新役員体制を選出、規約改正。江藤セデカ理事長、バーボルド副理事長。 
   7月   アルタイ自治共和国「日本アルタイ交流協会―金」エドワルド・バブラシェフ代表来日懇談 
       8月   中華人民共和国内モンゴル自治区東スニット旗民間代表団 
      第3回中津川弁財天愛川町音楽祭―アジア・シルクロード音楽フェスティバル 弁財天幻想 
       9月   日本ウズベキスタン国交20周年記念音楽のシルクロードフェスティバル 
     10月   住民提案型協働事業「水の里愛川―ホッとする空間『中津川水辺プロジェクト』」提案 
     11月   第2回中津川モンゴルフェスティバル開催（実行委員長中島良一・両向区長） 
     12月   協働事業提案申請取り下げ 
２０１３年 
       1月   20周年記念の集いは4月28日、三越前レストランと決定 
      水辺プロジェクトを県に申請 
     ２月   町長懇談要望 
     ホッとベンチキット教室スタート 

    3月  ７日中津小、田代小でウルグン鑑賞教室 

     30日、ラビンプラザで篠笛教室 

(予定) 
4月中津川水辺プロジェクトスタート 

4月28日 ユーラシアンクラブ創設20周年の集い シカチアリャン村のビクトリア・ドンカン招待 
8月テティム第２回招聘、「笛と太鼓のフェスティバル」開催 

ユーラシアンクラブ創設の第三期（2008年～2013年まで）ユーラシアンクラブ日本人クラブから脱皮 

愛川サライの活動充実（地域拠点型へ移行）、本部を日本橋に移転し、江藤セデカ、バーボルド体制移行 





【Ⅰ クラブ改革の議論とⅡ 支部愛川サライの活動拡充】 

 大野遼はユーラシアンクラブ創設以来理事長を続けてきたが「大野クラブ」「日本人クラブ」など、マンネリ化を否

めない状況にありました。砂漠に水を撒くような活動からの脱皮を目指し、まず大野の転居先（神奈川県愛川町）で支

部愛川サライ「を立ち上げて活動を開始。これまでの活動を活かして「地域拠点型」の活動を始めました。この2年ほど

は、支部の活動が本部の活動に影響を与えることが多く、特に愛川町文化会館での音楽祭、あいかわ公園での「中津川

モンゴルフェスティバル」に集約され、「まちづくりネットワーク中津川」が二年前に発足し、地域連携型の活動に発

展しつつある。その活動は下記のとおりである。 

 支部愛川サライは、「アジア・シルクロードの諸民族の文化に光を当て」「もって町民文化に寄与する」ため、アジ

ア・シルクロードの文化理解と交流促進に役立つ事業を実施することを目的に、2006年度から活動を開始した。 

2006年【５月】イランの音楽家やホーミー演奏者、ウィグルの音楽家を招き、竹林前のコンサートを開始したり、【7 

月】大地のフォーラム（アフガニスタン民族料理とDVD紹介、自然エネルギーについて）などに取り組んだ。 

2007年度には、キルギスを中心とした本部の活動に精力的に取り組むと共に、愛川サライにもキルギスの音楽家を招き

収穫祭などを行った。 

2008年度には竹林や古民家、県立愛川ふれあいの村を利用して【５月】モンゴル文化ナーダム【7 月】シルクロードの

音楽と暮らし（ウィグル音楽）【8 月】竹やぶにヒマラヤの風が吹いた（ネパール音楽）【11 月】１５日に収穫祭とシ

タールの演奏（インド音楽）【11 月】１６日に神奈川県立ふれあいの村国際交流に参加（ロッジ一棟を利用したアフガ

ニスタン、インド、ウィグル、モンゴル文化紹介）。 

2009年度からは支部会員も広く募集、[5月]アジアンクッキング（アフガニスタン料理教室）[７月] 薬草の専門家を訪

ね、招聘して懇談、用地の視察などを実施した[１０月] “モンゴル民謡衣装芸術公演団歓迎” シルクロード交流会[１

１月]モンゴル文化ナーダム。ふれあいの村で相撲文化、映像文化、音楽文化、生活文化、食文化を一堂に会して紹介し

た[１２月]モンゴル相撲力士が参加した餅つき交流を実施－など地域住民にアジア･シルクロードの文化普及と理解促進

に努めた。 

2010年度は、ロシア連邦サハ共和国から和太鼓の研修を希望する児童グループ16人を愛川町に招聘し、「愛川町シルク

ロードのまちづくり実行委員会」とともに研修事業を実施したほか、「あいかわ町町民活動応援補助事業ステップアッ

プ応援補助」の支援を得て、【8月1日】金子竜太郎和太鼓ワークショップ、【8月5日】愛川町文化会館 「アジア・シ

ルクロード音楽フェスティバル―サハ太鼓祭」、【8月29日】手まり学園・シルクロード・ウィグル音楽交流ワーク

ショップ、勤労祭参加、【11月14日】県立ふれあいの村紅葉祭に参加しモンゴル文化ナーダム開催。【2011年2月8日】

愛川町小学校３校におけるワークショップ・鑑賞教室などに取り組み、2010年度の愛川サライの音楽・文化を紹介する

活動には、勤労祭への参加を含め2010年度は約2000人の参加があった。 

また2009年12月から2010年8月にかけて地元住民が中心となる「愛川町シルクロードのまちづくり実行委員会」創設、立

ち上げに協力した。2010年9月「実行委員会」は、半原地域の中津川河川敷の雑木伐採・清掃など流域の環境保護などを

行う個人参加の「愛川町シルクロードクラブ」として衣替えし、活動することになり、愛川サライの文化のまちづくり

事業とは差別化された。 

2011年度は、3月11日宮城県沖で発生した大地震に、一年をとおして向き合い、現地を6度にわたり訪問し、炊出しや仲

間のミュージシャンによる慰問の演奏、傾聴と整体ケアなどを呼びかけ実施した。また人事を超えた空前の自然災害を

克服して生きる被災者に希望を与える創作曲「2011年3月11日 絆」を橋本岳人山に依頼し、8月11日第二回中津川弁才

天愛川町音楽祭―アジア・シルクロード音楽フェスティバル」で初演披露し、震災から一年後の2012年3月11日宮城県南

三陸町で演奏。3月10日～14日まで5日間の活動の記録を報告書としてまとめ支援していただいた皆さんに届けた。 

 音楽を通してアジアが見える子どもを育成する「アジアの未来を子どもに託すプロジェクト」は、「子ども」「伝統

の継承」「笛」をキーワードに取組み、愛川町の伝統芸能三増獅子舞を町民に広く知ってもらうため音楽祭のオープニ

ングで出演を依頼するとともに、音楽祭に先立ち、三増獅子舞、夏祭りのお囃子、和太鼓演奏などに欠かせない横笛篠

笛と、日本の縦笛尺八の基本を学ぶ教室を開催し、その成果を披露する企画を実施。篠笛・尺八教室に25人、音楽祭に

300人の聴衆が参加した。11月6日にはあいかわ公園で宮ケ瀬ダム周辺振興財団や地域の諸団体と共催・協力し「中津川

モンゴルフェスティバル」を開催、中華人民共和国から代表団も来日し、モンゴル相撲力士16人のトーナメント、モン

ゴル音楽、歌謡、ファッションショー、モンゴル料理、モンゴル考古学のセミナーなどを体験し、子ども相撲クラブの

児童も体験相撲に挑戦し、子供連れの親子の姿も見られた。また代表団は半原小学校の視察に際し、校庭で約200人の児

童と交流、馬頭琴の演奏や歌、モンゴル相撲を披露し、子どもたちに歓迎された。音楽フェスティバルや中津川モンゴ

ルフェスティバルの催しでは、小中高の全児童生徒にチラシが手渡され、教室にポスターが掲示された。11月12日には

半原小学校のふれあい祭に参加、日本の篠笛の起源とされるネパールの横笛バンスリの天才パンチャラマ氏らが児童の

音楽授業のゲストティーチャーとして参加したり、全校児童生徒、父兄、教職員585人の前で演奏を披露し、音楽教室で

のワークショップを実施した。2012年2月1日には、中津小、田代小でスーホの白い馬を朗読する生徒に馬頭琴の演奏を

披露し、モンゴルの暮らしや言葉、を紹介した。中津小で114人、田代小で77人の児童、父兄が鑑賞し、2011年度の「ア

ジアの未来を子どもに託すプロジェクト」には子どもを中心に合計1700人以上が参加した。2011年にはまちづくりネッ

トワーク中津川が誕生、地域の諸団体有志が連携してまちづくりに取り組む枠組みが生まれ、2012年、「水の里愛川 

ホッとする空間『中津川水辺プロジェクト』」が稼働、神奈川県産材を活用したホッとベンチプログラムが動き出し

た。8月には中津川弁財天愛川町音楽祭、11月には第２回中津川モンゴルフェスティバルが地元の半原行政区長会の後

援、中島良一両向区長を実行委員長として盛大に開催され、アフガニスタン、イランの学生等が競技に参加、1000人以

上が鑑賞した。地元のおやじバンド遊２バンド、愛川高校和太鼓部OBOG、日蓮宗第三部雅楽部等が歓迎演奏した。愛川

町の音楽のまちづくりを「笛と太鼓」に絞って、開催する方向が検討された。2013年には、サハ共和国から18人の児童

が再び愛川町で和太鼓の研修を実施することになった。１０月６日には中津川モンゴルフェスティバルが、モンゴル・

ブフ・クラブ、モンゴル文化教育大学、ユーラシアンクラブの２０周年事業として開催されることになった。 



アジアSUMOフェスタ 

 in     カムイミンタラ 

    （千葉県君津市） 

アルタイ山脈からのお客様 

「アルタイ日本文化センター金」 

代表 エドヴァルド バブラシェフ 
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